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新編成第１回の調布｢憲法ひろば｣世話人会





　◆･･８月に続き二度目の参加です。先日の日韓サッカー戦、テレビで観ました。超満員のスタンドに巨大な横断幕。「歴足を理解しない国民には未来がない」という意味だったことを、後で新聞報道で知りました。安重根を描いたフラッグが翻る光景。日本のアナウンサーは毎度お決まりで「ザッケローニ監督が･･･本田が･･･長友が･･･」と絶叫するだけ。何とかしなければ･･･といつも思います。


（染地　伊賀上武）


　◆･･問題解決の基本はやはり「歴史認識」問題にあると思う。ここをはっきりさせないと、拉致問題や後継者問題を利用した宣伝に立ち向かえない所に国民が連れていかれてしまう。そういう意味では、教科書問題はますます重要と思う。


　(佐須町 山口忠弘)


　◆･･日本は、戦後処理が実質的に徹底していないことを改めて感じました。日本は人としての生活さえ制限している非民主的な国。日本は歴史の事実を根底からねじ曲げている。


　（国領町　伊東誠）


　◆･･天皇制はいろいろな意味で日本の癌だと思っています。人間宣言を許したのに、今また雲の上の存在に奉ろうとしつつあります。天皇家が朝鮮に源を発するとは、多くの国民の知るところです。それなのに、他方では、韓国・朝鮮系の人々への差別のひどさ。なぜそうなるのだろうと、わたしは混乱するばかりでした。日本人の島国根性の情けなさを痛感します。


(上石原 鵜澤希伊子)





●第五六回例会（二〇一〇年十月十六日）


  韓国併合一〇〇年





　　＜その後の計画＞


１１月１３日（土）　１１時～２０時


　東京・憲法まつり（実行委主催）於:大田区産業プラザPIO





１２月１１日（土）　１３時半～　あくろすホールＡ


　第５８回例会　ＮＨＫドラマ「坂の上の雲・第２部」放映を前に








　お話し 岩倉 博さん　 ｢異評･司馬遼太郎｣(草の根出版会)著者
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　新編成の「憲法ひろば」世話人は十月十六日、例会の終了後に最初の会合（第一回世話人会＝通算六九回）を開きました。


　十六人が出席。まず、八月の集会で修正した会則案第二条「会の目的」の「日本国憲法を守り、生かし、世界に向けて発信していくために」から、さらに「守り、」を削除することを確認（憲法を「守る」より、「実現する」のが課題という趣旨）、会計については、主に例会参加費とカンパで賄う健全財政を維持することを確認しました。


　毎年の周年集会が創立集会での四八〇人という参加レベルに届かないが、これを運動の「後退」とみるか、毎月例会が開かれ、市内に九つの「九条の会」ができたことを成果とすべきではないか、などの議論を経て、常に「広がり」を求めてテーマやジャンルを拡げていくためのさまざまな提案と意見を交わしました。


　世話人会は三カ月に一度のペースで開くこと、次回は一月二十二日（土）一五時から開き、終了後に新年会と決めて散会。いつもながらの熱い議論が交わされ、これこそが調布「憲法ひろば」の存在理由と実感しました。


（石川康子・記）





◇お話し比嘉 靖さん





琉球大学・沖縄国際


大学 非常勤講師











